
H I G A S H I  C H I C H I B U

「わしのちゃん」

11
2020年11月１日

NO. 561

　　「怪盗ひまわり」参上☆
　　　難関を乗り越えてボールを落とさず盗むのだ！！
　　　　～２人の息ぴったり、笑顔もぴったり～

（元気いっぱい城山保育園運動会：１０月３日）



秋の深まり、楽しいことばかり ! !秋の深まり、楽しいことばかり ! !
★１０月上旬までに行われた運動会を皆さんにご紹介★★１０月上旬までに行われた運動会を皆さんにご紹介★

　１０月３日（土）に城山保育園では、晴天の下、元気いっぱいの運動会
を開催しました。
　今年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に万全を期して行いま
した。種目数が限られた中でも、園児たちは楽しく元気に走ったり踊った
りして、それぞれ楽しい思い出になったと思います。

　今年は、年長の「ひまわり組」さんが大活躍。
頑張って毎日練習したという竹馬を披露してくれ
て、勇ましい姿はみんなに感動を与えてくれまし
た。その中でも上達した子は、補助なしの本格的
な竹馬に挑戦し、ものすごいスピードであっとい
う間にコースを駆け抜け、会場中から拍手喝采が
起きました。ちょっと前にお写真を撮らせていた
だいた時には、まだ小さい甘えん坊さんだったの
に、成長はあっという間で驚かされます。来年、
小学生になる時には、もっと大きな成長を遂げて
いることでしょう。今から楽しみです。
　年長さんに続いて、もも組さんやちゅうりっぷ
組さんたちも力いっぱい競技に参加していてとてもかわいらしかったです。
　新型コロナウイルス感染症拡大が心配されるなかのほっとした一場面でした。

みんな楽しく！！城山保育園運動会

　９月２７日（日）、槻川小学校が運動会を行いました。
秋空の下、雲を吹き飛ばすような応援団の声が地域に響
きわたり、自粛生活の中でも力いっぱい競技等に臨んで
いる児童の姿が勇ましかったです。
　雨のため開催が危ぶまれましたが、予備日には開催することが
でき、保護者の見守るなか児童たちは一生懸命勝負に挑みました。
応援団のパフォーマンスは、紅組白組とも甲乙つけがたい元気さ
が感じられ、昨今の辛い自粛生活の気持ちを吹き飛ばしてくれる
ような勢いがありました。
　小学校の行事の多くが中止となってしまった今年に、明るく元
気な姿を拝見できてよかったです。

コロナにだって負けない！元気いっぱいの運動会～槻川小学校～

　子育て支援センターでは、１０月７日（水）に保健センター
２階の会場で、ミニ運動会を開催しました。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から縮小された中
での開催でしたが、一生懸命駆け抜けるかわいい姿に先生たち
や保護者の方々はメロメロでした。
　運動会はかけっこを中心に、子どもたちの発育がうかがえる競技内容
となっており、保護者の皆さんは我が子の成長を目の当たりにして喜ば
れていたようです。
　競技がなくても元気いっぱいに駆け回る子どももいて、保護者の方は
手を焼きつつも、喜ばしく温かい表情で見守っていました。

ちっちゃな雄姿～子育て支援センター運動会～
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　１１月１日現在、村内で発注されてい
る道路工事等です。ご迷惑をおかけいたし
ますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

土木工事等のお知らせ 世帯と人口　９月中の人口動態
世　帯 １，０９１ 転　入 １ 転　出 ３
人　口 ２，７３６ 出　生 ３ 死　亡 ２
男 １，３９０ ※世帯と人口は１０月１日現在、

　その他は９月中の動きです。女 １，３４６

もくじ

県発注工事等
・災害復旧工事（１災４９号）�【安戸地内】
・災害防除工事（皆谷工区）� 【皆谷地内】
・３１奥武蔵１号線ほか１森林管理道施設

災害復旧工事【白石地内】
・３１茗ヶ沢山村生活安全対策工事（災害）

【白石地区】

村発注工事等
・災害復旧工事（山支平線）� 【御堂地内】
・災害復旧工事（萩平線）� 【御堂地内】
・災害復旧工事（大宝線）� 【大内沢地内】
・災害復旧工事（上ノ貝戸線）

【大内沢地内】
・災害復旧工事（１災２７６号）

【大内沢地内】
・村道１－２号（萩平）線擁壁工事

【御堂地内】

問合せ　
　　建設課　☎８２－１２２２

東秩父村教育委員会開催のお知らせ
　東秩父村教育委員会を下記日程で開催します。

記
日　時　１１月２４日（火）　午後１時３０分～
場　所　役場２階新会議室
問合せ　教育委員会事務局　☎８２－１２３０

運動会開催報告………………………………………… 　２
もくじ…………………………………………………… 　３
令和元年度決算報告…………………………… 　４～　５
村トピ～表彰・議会報告～…………………………… 　６
くらしの情報…………………………………………… 　７
みんなのページ………………………………………… 　８
偉人たちの戦（いくさ）� ……………………………… 　９
各課からのお知らせ…………………………… １０～１１
お知らせコーナー……………………………… １２～１３
各種事業のお知らせ…………………………… １４～１５
槻川小学校５年生稲刈り体験………………………… １６

「災害にあったペットを救え 獣医師チームＶＭＡＴ」
　　　　　　　　高橋　うらら　著
【内容紹介】
　日本で飼われている犬やネコの数は
およそ２０００万匹。多くの家庭にとっ
て、大切な家族の一員です。多発する
災害を前に、何ができるのか。ペット
の命を救いたい、飼い主の気持ちを支
えたい―。そんな思いを胸に立ち上がった獣医
師チームＶＭＡＴの物語です。

～　今月のおすすめ本　～
図書館からのお知らせ

捨てればごみ、分ければ資源

問合せ　保健衛生課　☎８２－１７７７

９月分 前年同月比
増減

資
源
回
収

紙　　類 4,020 ㎏ -1,470 ㎏
衣　　類 260 ㎏ -370 ㎏
アルミ缶 216 ㎏ ± 0 ㎏

資  源  物
売却収入 27,628 円 -22,508 円

○資源回収

～資源およびごみの収集実績を報告します～

９月分 前年同月比
増減

可燃ごみ 32,940 ㎏ -4,230 ㎏
１人１日
あたり排出量 401 ｇ -47 ｇ

今年度累計
（４月～）

前年同月比
増減

可燃ごみ 229,590 ㎏ +8,480 ㎏
１人１日
あたり排出量 459 ｇ +21 ｇ

○ごみ収集 ○今年度収集実績（累計）

※ごみの排出量が増えています。減量化にご協力ください。
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令和元年度　決 算 報 告
　令和元年度決算が９月に開催された村議会定例会で認定されました。一般会計で
は、歳入総額が２３億３９００万１２７１円、歳出総額が２０億３５２１万４９６０
円で、差し引き３億３７８万６３１１円の黒字決算となりました。これは、平成
３０年度と比較すると、歳入で１億７７７９万５８５８円（８．２３％）、歳出で
１１０万４２８６円（０．０５％）の増額となっています。

平成元年度一般会計
決算の状況

歳入総額　　２３億３，９００万円
歳出総額　　２０億３，５２１万円
差し引き　　　３億　　３７９万円

の黒字決算となりました。
※ 黒字のうち１億２，９６７万円

は、令和２年度に繰越し、事業
執行するものです。

特別会計の決算状況
会計区分 収入済額 支出済額 歳入歳出差引額

国民健康保険 ４億４，１４９万円 ４億１，２２５万円 ２，９２４万円
介 護 保 険 ４億４，１８２万円 ４億４，０２０万円 １６２万円
浄化槽設置管理 ３，５００万円 ３，２２９万円 ２７１万円
後期高齢者医療 ３，６１７万円 ３，５６９万円 ４８万円
簡 易 水 道 １億１，２６９万円 １億　２０５万円 １，０６４万円

　令和元年度は、台風１９号に伴う災害対応等があり、経費削減に
努めましたが、基金現在高が約２億３，９００万円減少しました。

東秩父村の健全化判断比率
　令和元年度決算に基づいて算定された東秩父村の健全化判断比率は下表のとおりです。

区　　　　分 東秩父村 早期健全化基準
実質赤字比率

一般会計（※）の赤字から財政運営深刻度をみる比率
（※村の一般会計等とは、一般会計およびバス会計をあわせたもの）

― １５％

連結実質赤字比率
全会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率 ― ２０％

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから資金繰りの危険度をみる比率
（この比率は当該年度と過去２ヵ年の３ヵ年の平均値を算出）

１．１％ ２５％

将来負担比率
村が抱える負債の残高から将来財政への圧迫度をみる比率 ― ３５０％

（摘要）�早期健全化基準の数値を超えた場合、財政健全化のための是正措置が必要となります。�赤字
がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」で記載されます。将来負担比率は算
定されないため「－」で記載されます。
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その他財調

R元Ｈ３０Ｈ２９Ｈ２８Ｈ２７Ｈ２６Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３H２２

11361136 11651165 12171217 13091309 14071407 14571457 14361436 14011401 12411241

373373 497497 539539 381381 377377 426426 449449 509509 606606

10001000

608608

（単位：百万円）
基金残高の状況
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一般会計  歳入
23億3,900万円

村税
24,413
10%

村税
24,413
10%

地方譲与税
2,407
1%

地方譲与税
2,407
1%

交付金
5,456
2%

交付金
5,456
2%

地方交付税
115,363
49%

地方交付税
115,363
49%

国庫支出金
9,001
4%

国庫支出金
9,001
4%

県支出金
14,100
6%

県支出金
14,100
6%

村債
7,640
3%

村債
7,640
3%

繰入金
32,379
14%

繰入金
32,379
14%

繰越金
12,710
5%

繰越金
12,710
5%

その他
10,431
4%

その他
10,431
4%

性質別  歳出
20億3,521万円

人件費
43,582
21%

人件費
43,582
21%

物件費
53,426
26%

物件費
53,426
26%

積立金等
7,141
4%

積立金等
7,141
4% 扶助費

13,188
7%

扶助費
13,188
7%

補助費等
31,050
15%

補助費等
31,050
15%

普通建設事業費
17,551
9%

普通建設事業費
17,551
9%

公債費
13,618
7%

公債費
13,618
7%

繰出金
22,619
11%

繰出金
22,619
11%

維持補修費
1,346
1%

維持補修費
1,346
1%

一般会計  歳出
20億3,521万円

総務費
59,526
29%

総務費
59,526
29%

民生費
43,336
21%

民生費
43,336
21%

衛生費
22,815
11%

衛生費
22,815
11%

農林水産費
5,577
3%

農林水産費
5,577
3%

商工費
5,719
3%

商工費
5,719
3%

土木費
11,126
5%

土木費
11,126
5%

消防費
15,867
8%

消防費
15,867
8%

教育費
19,303
9%

教育費
19,303
9%

公債費
13,618
7%

公債費
13,618
7%

議会費
4,290
2%

議会費
4,290
2%

災害復旧事業費
2,344
1%

災害復旧事業費
2,344
1%

歳出を性質別でみると歳出の内訳

歳入の内訳
◀令和元年度は、３０年度と比較して、歳入
が約１億７７７９万円の増額となり、昨今の
日本における厳しい財政状況のなか、本村は
望ましい行政運営が行われました。その結
果、３０年度と比較して、使用料・手数料や
繰越金等において減額となりましたが、国庫
支出金や県支出金のほか、地方交付税等の費
目で増額がみられました。
　主な費目の概要は次のとおりです。
　地方交付税は、財源不足を補うため国か
ら交付され、村の歳入の骨格となっており、
３０年度に比べ約２６５０万円の増額とな
りました。
　村税は、村民の皆さんから納めていただい
た固定資産税や住民税で、村の自主財源のほ
とんどを占めているものです。３０年度に比
べ約２１万円の減額です。
　村債は、村が事業を行ううえで、財源不足
を補うための借入金で、将来交付税措置され
る有利な特例地方債（過疎対策事業債など）
を借入れています。こちらは３０年度に比べ

約２１３０万円の増額となりました。
　繰入金は、主に財源不足を補うために基金を取り崩して繰り入れたものです。こちらは３０年度に比べ約
８０３９万円の増額となりました。
　繰越金は、前年度から引き継がれる費目であり、３０年度に比較して約３０３２万円の減額となりました。

▲義務的経費といわれる人件費、公債費、扶助費の総額は、歳出全体の３４％を占めています。
３０年度と比較して、公債費が約２５１万円、人件費が約５３８万円の増額となり、扶助費も約９９９万円
の増額となりました。
　総額を３０年度と比較すると、約１７８８万円の増額となっています。
　投資的経費である普通建設事業費の総額は約１億７５５１万円で、３０年度と比較して約２１０２万円の
増額です。
　これは、おもに東秩父中学校体育館外壁改修工事費や橋梁長寿命化修繕工事費（坊庭橋）等の事業を実施
したため、増額となりました。
　その他の経費としては、補助費等、物件費、繰出金、積立金等、維持補修費があり、総額で約１１億５５８２万円、
３０年度と比較して約３７８０万円の減額となりました。これは、庁舎建設基金や公共施設整備基金の積立金
が主な減額理由となります。
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村 ピ
ト

東秩父村の
出来
事をご紹介

９月村議会定例会報告
　
村
議
会
定
例
会
が
９
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16
日
、

17
日
に
開
か
れ
、
条
例
改
正
等
15
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案
が
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さ
れ
、
い
ず
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の
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案
も
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ど
お
り
可
決
さ
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ま
し

た
。

決  

算  

認  

定

◆
令
和
元
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度
東
秩
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会
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ほ

か
、
国
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、
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険
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合
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化
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業
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、
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事
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入
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予  

算

◆
一
般
会
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予
算
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３
号
）
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入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
43
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
３
９
４
３
万
３
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

８
６
６
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
１
億
８
９
６
万
８
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

条  

例  

改  

正

◆
東
秩
父
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法

律
第
７
号
）
の
公
布
に
よ
り
、
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
26

年
内
閣
府
令
第
３
９
号
）
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
た
め
、東
秩
父
村
特
定
教
育・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

人  

事  

案  

件

◆
東
秩
父
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て（
内
容
）
委
員
の
鷹
野
明
氏
が
、
令
和

２
年
８
月
17
日
を
も
っ
て
辞
職
し
た
こ

と
に
伴
い
、
そ
の
後
任
に
吉
野
文
泰
氏

を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に

対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
内
容
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
は
、
甚
大
な
経
済
的
・
社
会

的
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
国
民
生

活
へ
の
不
安
が
続
い
て
い
る
中
、
地
方

税
・
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減
少
等
に

よ
り
、
地
方
財
政
は
か
つ
て
な
い
厳
し

い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

地
方
自
治
体
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
か
つ
持
続
的

に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、地
方
税・

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確

保
・
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
も
の
で
す
。

東秩父村スポーツ協会体育賞の表彰を行いました

名称 氏名 所属
功労賞 梅澤　暉雄

保坂　　保
宮崎　　稔

優秀選手賞 前田　浩孝
宇根　匠哉
引間　雄太
護守　宥也

埼玉ジャイアンツ
スポーツ少年団

　１０月７日（水）に、令和２年度東秩父村スポーツ協会体育賞の
表彰を行いました。今年度は功労賞３名と優秀選手賞４名が受賞さ
れ、功労賞はスポーツ協会長から表彰状と記念品の授与を行いまし
た。優秀選手賞は受賞者が東秩父中学校の生徒ということもあり、
中学校の講話朝会の中で校長先生から表彰状と記念品の授与を行い
ました。
　村内だけでなく全国でスポーツイベントの開催が見送られる現状
ですが、このような喜ばしい出来事にとても嬉しくなりました。受
賞者の皆様、本当におめでとうございます！

（敬称略）
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く
ら
し
の
情
報

　　　昨年の台風第１９号により被災し、通行制限となっていた県
道１１号線が１０月１６日に復旧工事が完了し、定峰峠まで通行可
能となりました。
　なお、一部区間では舗装の亀裂等がありますので、通行する際に
は十分にお気を付けください。
　また、運行を休止しておりましたイーグルバス皆谷～白石車庫間
につきましても１０月２３日（金）より運行再開しました。
　長い間、大変ご不便をお掛けしました。
問合せ先　　建設課　☎８２－１２２２（バス運行については企画財政課☎８２－１２５４）

主要地方道熊谷小川秩父線（県道１１号）の通行制限が解除されました

東秩父村議会議員一般選挙の選挙期日が決定
　１０月６日に開催された東秩父村選挙管理委員会にお
いて、東秩父村議会議員一般選挙の選挙期日等が下記の
とおり決定しました。
　詳細は今後の広報で随時掲載します。
１．選挙の種類：東秩父村議会議員一般選挙
２．選挙を行うべき事由
　　　　　　　：任期満了（令和３年４月２２日）
３．選 挙 期 日：令和３年４月１８日（日）
４．告 示 期 日：令和３年４月１３日（火）
５．問　合　せ：総務課　☎８２－１２２１

ＷＥＢインターンシップ始動します！！
　比企広域消防本部では、女性活躍推
進事業の一環としてホームページ上に
Ｗｅｂインターンシップ事業のページ
を新規掲載しました。
　この事業は、コロナ禍において職業
説明会等の縮小が余儀なくされている
情勢を鑑み、就職活動を控えた学生等
がインターネットを通じて消防職員の
職場体験をし、職業選択肢の一つに加
えてもらうために制作しました。
　パソコン、スマートフォンで閲覧
できますので、ぜひ体験してくださ
い！！
●掲載先
　比企広域消防本部ホームページ

問 合 せ　　比企広域消防本部管理課
　　　　　　☎２３－２２６５

令和２年度東秩父消防団特別点検中止のお知らせ
　１１月８日に開催を予定しておりました、令和２年度
東秩父消防団特別点検につきまして、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、中止することとなりました。
　特別点検を楽しみにしていた村民および関係者の皆さ
まにおかれましては、大変ご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
　なお、特別点検中止に伴い、団員の士気高揚・資質向
上のため、比企広域市町村圏組合足立副管理者、東秩父
村議会田中議長による第１分団・第２分団の各部への巡
視を１１月８日（日）午前中に実施します。
問 合 せ　　小川消防署東秩父分署
　　　　　　☎８２－１２１５

　小川地区更生保護女性会東秩父支部
は、「社会を明るくする運動強化月間」
である７月に愛の募金活動を実施しま
した。「愛の募金」は、犯罪を犯した
人の更生支援や青少年の健全育成など
のために使われています。たくさんの
ご支援ご協力をしていただき、誠にあ
りがとうございました。

小川地区更生保護女性会東秩父支部

「愛の募金」にご協力いただき、
ありがとうございました災害時における停電復旧の連携等に関する協定

　「災害時における停電復旧の連携等に関する協定」を東
京電力パワーグリッド株式会社熊谷支店と締結しました。
　この協定は、災害対策基本法第２条第１号に定める災
害によって長時間停電が発生した場合、相互協力により
早期復旧等を図るためのものです。
　主な内容は、災害時における大規模停電の早期復旧の
ため、相互が協力し停電復旧に係る応急措置の実施、電
力復旧の支障となる障害物の除去等を実施するものと
なっています。
問 合 せ　　総務課　☎８２－１２２１
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人
権
シ
リ
ー
ズ

文

芸

    

白 

石 

短 

歌 

会

歌
壇
読
む
世
事
に
は
ふ
れ
ぬ
事
ば
か
り

皆
強
い
な
あ
と
一
人
つ
ぶ
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

我
が
山
に
良
く
ぞ
実
っ
て
く
れ
た
ね
と

言
い
つ
つ
束
ね
る
か
ま
ず
み
の
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

目
覚
め
時
カ
ー
テ
ン
放
つ
硝
子
越
し

な
ん
と
優
し
き
秋
海
棠
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

母
植
え
し
曼
珠
沙
華
の
赤
々
と

三
回
忌
の
経
墓
に
し
み
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

373

『
ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
』

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、

知
り
た
い
情
報
を
誰
で
も
簡
単
に
入
手
で
き
、
世
界
中
の
人
と
気
軽

に
情
報
の
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
こ
う
し
た
利
便
性
は
、
容
易
に
自
分
自
身
の
情
報
を
さ

ら
し
、
間
違
っ
た
情
報
や
人
権
を
侵
害
す
る
書
き
込
み
が
簡
単
に
拡

散
す
る
な
ど
の
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
持
す
る
小
中
学
生
も
増
え
、

親
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
被
害
や
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
な
ど
の
問
題
が
深
刻
で
す
。 

　

ネ
ッ
ト
の
中
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
親
が
把
握
し
づ
ら
く
、「
気

づ
き
」
が
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る

上
で
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
第
三
者
を
傷
つ
け
る
こ
と
や
、

匿
名
性
の
中
で
相
手
の
人
格
を
傷
つ
け
る
内
容
を
発
信
す
る
こ
と
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
上
で
の
危
険
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

は
、
普
段
の
生
活
の
中
で
の
「
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
」
そ
し
て
、
ネ
ッ

ト
の
中
に
お
い
て
も
「
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
」「
自

分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
相
手
に
も
し
な
い
こ
と
」
な
ど
、
親
も
子

ど
も
も
し
っ
か
り
と
考
え
、
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
今
後
、

世
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
一
層
ス
ピ
ー
ド
感
を
増
し
て
進
ん
で
ゆ
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
誰
も
が
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
「
思
い
や
り
を
持
っ
た
人
間
ら
し
さ
」
を
忘
れ
な
い
心
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

東
秩
父
村
教
育
委
員　
　
　
　

大
澤　

宣
彦

秋
と
も
し
椅
子
を
寄
せ
合
ふ
た
む
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
山
け
さ
子

さ
は
や
か
や
近
所
の
友
と
お
茶
飲
み
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

き
み

一
列
に
岩
に
止
り
て
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田　

久
子

夜
の
雨
強
く
降
り
出
し
台
風
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

啓
子

川
端
の
灯
に
集
り
て
蛾
の
舞
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

女
郎
花
黄
の
際
立
ち
て
草
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

音
細
か
今
朝
よ
り
山
の
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

才
子

連
山
に
か
ぶ
さ
り
秋
の
雲
の
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
沢
き
く
え

秋
の
雨
岩
松
の
葉
の
ひ
ら
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

ツ
子

父
母
の
年
忌
す
ま
せ
て
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

愛
子

道
の
縁
高
砂
百
合
の
実
の
青
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

 

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

秋
の
ば
ら
生
け
て
水
足
す
真
昼
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野
は
つ
志

葛
の
花
杉
に
絡
ま
り
雲
に
触
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
利
江
子

部
屋
の
中
こ
ほ
ろ
ぎ
の
来
て
鳴
き
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

侚
子

鈴
虫
の
響
き
い
つ
も
の
田
ん
ぼ
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

和
幸

子
守
唄
口
づ
さ
み
い
て
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
田　

昌
美

天
高
し
勢
ひ
つ
け
て
逆
上
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹　

祐
也

庭
隅
に
す
み
れ
一
輪
返
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子　

圭
輔

毬
栗
の
割
れ
一
粒
の
こ
ぼ
れ
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
野
さ
き
子

朝
顔
や
終
り
と
思
ひ
ま
た
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
冨
美
子

勝
手
口
開
け
香
り
来
る
金
木
犀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

厚
子

電
気
柵
囲
ふ
ひ
と
田
や
古
代
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
雁　

功
子

ダ
ム
の
土
手
赤
き
秋
蝶
飛
び
沈
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子
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偉人たちの戦いくさ

～人生は誰しも戦
いくさ

、勝ち旗は自分で掲げる～
　東秩父村から後世へ受け継ぐべき偉人の
歴史をご紹介します。今を生きる人へ、自
分たちの今の暮らしを作ってくれた「善き
戦を戦われた」方たちを知ってください。
　東秩父を戦場とした偉人たちへ、その栄
光をたたえて。

―高田群次郎氏―
　前回・前々回と高田群次郎氏の生い立ちから行った政策までご紹介してきました。今回は政治の道
とは少し外れて、群次郎氏が生涯をかけて学んできた「宗教」について触れていきます。
　群次郎氏が信じたモノは何だったのか、それを知ることによってまた違った人間像が見えてくるの
ではないでしょうか。

　

高
田
群
次
郎
氏
が
宗
教
学
を

学
び
だ
し
た
の
は
、
本
人
の
言

葉
で
35
歳
の
時
と
語
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
え
に
魂
の
平
安
を
求

め
て
い
た
「
真
理
探
究
者
」
で

あ
っ
た
か
ら
だ
と
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。
様
々
な
宗
教
を
学

び
、
人
を
愛
す
る
こ
と
に
目
覚

め
た
群
次
郎
氏
は
、
初
め
に
出

会
っ
た
儒
教
が
き
っ
か
け
で
36

歳
と
い
う
若
さ
で
村
長
と
な
る

決
意
を
さ
れ
ま
し
た
。

○
儒
教

　

群
次
郎
氏
は
、
心
の
在
り
方

を
求
め
、
儒
教
（
特
に
陽
明
学
）

を
学
ば
れ
ま
し
た
。
儒
教
は
思

想
哲
学
的
な
考
え
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

陽
明
学
は
「
人
に
生
ま
れ
な
が

ら
に
備
わ
っ
て
い
る
直
感
的
道

徳
で
あ
る
良
知
（
認
識
と
実
践
）

を
実
現
す
る
こ
と
」
を
説
い
た

も
の
と
の
こ
と
で
す
。
陽
明
学

者
の
熊
沢
蕃
山
に
つ
い
て
群
次

郎
氏
は
熱
心
に
学
び
、「
そ
の

精
神
に
則
っ
た
村
政
を
布
く
決

意
を
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

○
仏
教

　

仏
教
に
つ
い
て
も
並
々
な
ら

ぬ
関
心
を
持
ち
、
日
本
仏
教
史

上
で
現
れ
た
祖
師
の
法
然
・
親

鸞
・
日
蓮
・
道
元
等
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
特

に
道
元
禅
師
の
説
い
た
「
曹
洞

宗
」
に
対
し
て
、
一
方
な
ら
ぬ

尊
敬
を
払
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
人
の
心
に
は
「
仏
の
心
」

が
備
わ
っ
て
お
り
、
自
分
の
命

を
大
切
に
す
る
だ
け
で
な
く
ほ

か
の
人
々
や
物
の
命
を
も
大
切

に
す
る
「
思
い
や
り
」
が
息
づ

い
て
い
る
、
と
道
元
禅
師
は
説

い
て
お
り
、
ま
た
、「
坐
禅
」

を
行
う
宗
派
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
群
次
郎
氏
の
研
究

心
は
大
変
熱
心
な
も
の
で
、
そ

こ
か
ら
得
た
も
の
を
大
切
に
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
民
を
愛

す
る
村
政
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

○
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

　

群
次
郎
氏
が
儒
教
を
極
め
た

後
、
到
達
し
た
の
が
キ
リ
ス
ト

教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
で
し
た
。

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
こ
そ
が
生

涯
、
群
次
郎
氏
が
信
じ
る
道
と

な
っ
た
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
教
は
「
神
は
す
べ
て

の
父
で
あ
り
、
私
た
ち
は
み
な

兄
弟
姉
妹
で
あ
る
た
め
、
差
別

や
迫
害
を
受
け
て
い
い
も
の
で

は
な
く
、
皆
平
等
に
愛
さ
れ
る
」

と
い
う
考
え
の
よ
う
で
す
。

　

群
次
郎
氏
は
洗
礼
を
受
け
る

第
３
章　

高
田
群
次
郎
氏
と
宗
教

と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
言
葉
を

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
神
に
意
識
あ
り
、
こ
れ
を
善

と
い
う
。
神
に
行
為
あ
り
、
こ

れ
を
真
と
い
う
。
神
に
姿
態
あ

り
、
こ
れ
を
美
と
い
う
。
善
は

人
間
に
宿
り
て
、
道
と
な
り
、

徳
と
な
る
。
真
は
自
然
に
施
し

て
、
理
と
な
り
、
法
と
な
る
。

美
は
一
切
の
事
物
に
発
し
て
、

光
と
な
る
。
神
と
自
然
と
人
間

は
互
い
に
呼
吸
し
、
相
観
応
す

る
と
こ
ろ
、
真
・
善
・
美
は
合

し
て
一
体
と
な
る
。
愛
す
な
わ

ち
こ
れ
な
り
。
愛
は
神
と
自
然

と
人
間
と
に
通
ず
る
一
大
精
神

な
り
。」

　

こ
う
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に

よ
り
人
の
真
理
の
境
地
に
立
っ

た
群
次
郎
氏
は
、
永
眠
す
る
前

に
「
心
の
平
安
を
得
る
こ
と
が

で
き
て
、
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ

と
は
な
い
」
と
４
度
は
っ
き
り

繰
り
返
し
、
そ
れ
が
最
後
の
言

葉
と
な
り
ま
し
た
。

　

宗
教
は
先
人
た
ち
が
考
え
た

人
の
信
じ
る
道
で
す
。
し
か
し

そ
う
い
っ
た
考
え
は
誰
に
押
し

付
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
い

ろ
い
ろ
を
学
び
、
自
分
自
身
が

進
み
た
い
と
思
う
「
道
」
を
自

ら
の
心
に
探
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
人
は
言
い
ま

す
。
群
次
郎
氏
が
キ
リ
ス
ト
教

を
我
が
道
と
し
た
の
は
、
氏
自

身
の
選
択
で
あ
り
、
こ
こ
に
記

す
の
は
歴
史
的
事
実
の
紹
介
で

す
の
で
、
あ
し
か
ら
ず
思
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

３
回
に
わ
た
り
「
高
田
群
次

郎
氏
」
の
人
生
・
政
治
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
ロ
マ
ン
を
求
め
、

自
分
の
信
念
を
通
し
政
治
を

行
っ
た
明
治
の
英
雄
は
、
皆
さ

ん
に
ど
の
よ
う
な
姿
で
映
り
ま

し
た
か
？
村
に
い
た
偉
大
な
る

先
人
を
知
り
、
そ
し
て
そ
の
方

た
ち
の
築
き
上
げ
た
村
に
立
つ

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

▶�
人
を
愛
し
、
す
べ
て
の
愛
を
知
っ
た
う
え
で
、
心
の
平

安
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
語
っ
た
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各課からのおしらせ

防火ポスター展が実施されます
期　間　　１１月６日（金）～１５日（日）
場　所　　リリックおがわ
内　容　　�火災予防をテーマに描いた小学

４年生の入選作品を展示します。
問合せ　　小川消防署　消防課
　　　　　☎７２－３５６５

秋の全国火災予防運動
１１月９日（月）～１５日（日）

全国統一防火標語
『その火事を　防ぐあなたに　金メダル』

【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】
―３つの習慣・４つの対策―
●３つの習慣
１．寝たばこは、絶対やめる。
２．�ストーブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する。

３．�ガスこんろなどのそばを離れるときは、必
ず火を消す。

●４つの対策
１．�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
を設置する。

２．�寝具、衣類およびカーテンからの火災を防
ぐために、防炎品を使用する。

３．�火災を小さいうちに消すために、住宅用消
火器等を設置する。

４．�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。

【備えよう住宅用火災警報器！！】
　住宅用火災警報器は１０年を目安に交換をお
すすめします。
問合せ　　比企広域消防本部　予防課
　　　　　☎２３－２２６８

全国瞬時警報システム緊急地震速報訓練
実施のお知らせ

　１１月５日（木）午前１０時ごろ、屋外
スピーカーより緊急地震速報が放送されま
す。災害とお間違いのないようご注意くだ
さい。
○放送内容は以下のとおりです。
　「（上り４音チャイム）
　　只今から訓練放送を行います。
　　［緊急地震速報チャイム音
　　　�緊急地震速報。大地震（おおじしん）

です。大地震です。これは訓練放送
です。］×３回

　　これで訓練放送を終わります。
　　　　　　　　　　（下り４音チャイム）」
問合せ　　総務課　☎８２－１２２１

しめ縄づくり教室を開催します
　正月飾りのしめ縄には、新しい年がもっ
と良い年であるようにと祈る人々の気持ち
が込められています。
　しめ縄づくりに参加し、力を合わせてお
飾りを作り上げてみませんか？
日　　時　　１２月１９日（土）
　　　　　　午前９時～正午
場　　所　　ふるさと館（旧大内沢分校）
講　　師　　関根　髙義　氏
募集対象　　村内在住の方
参  加  費　　無料
持  ち  物　　せん定バサミ、
　　　　　　カッターナイフ
申  込  み　　�１２月１１日（金）までに教

育委員会にお申込みください。
そ  の  他　　�わらは教育委員会で用意しま

す。必ずマスクを着用し、作
業のできる服装でお越しくだ
さい。

申込み・　　教育委員会事務局
　問合せ　　☎８２－１２３０

使用済みインクカートリッジは
リサイクルへ

　村では、家庭用プリンター使用済みインクカ
ートリッジの拠点回収をしています。全メーカ
ー回収対象となっていますので、使用済みイン
クカートリッジはごみとして捨てずに、回収ボ
ックスへ入れていただきますようお願いしま
す。
　なお、回収ボックス設置場所は以下の３ヵ所
です。

【回収ボックス設置場所】
　○役場庁舎（玄関）
　○保健センター
　○コミュニティセンター「やまなみ」
　※�ごみ減量化・リサイクル推進にご協力をお
願いします。

問合せ　保健衛生課　☎８２－１７７７

あなたの命を守る防災タブレット
　「緊急地震速報」や気象庁発表の「特別警報」、
ミサイル等の発射時に国から配信される「国民
保護情報」。防災タブレットではこれらをすば
やく受信でき、村民の皆さまの早期避難を支援
します。

　！いざという時のため、いつでも電源を入れ
ましょう！
問合せ　　総務課　☎８２－１２２１

10



清らかな槻川を保全するため
『合併処理浄化槽』へ切り替えを検討してみませんか？

　現在、河川や海などの水質汚染が社会問題となっています。その主な原因は、台所や風呂場等から排
出される生活排水だと言われています。
　汲み取り式トイレや単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切り替えを行い、快適で文化的な生活を
確保するとともに将来を見据え河川等の水質汚濁を防止しましょう。
　東秩父村では、平成１４年に生活排水重点地域の指定を受け、ご家庭に代わり村が合併処理浄化槽を
設置し、維持・管理を行う事業を推進しています。設置基準額の１割と維持管理費を家庭でご負担いた
だくことになりますが、槻川の上流域の水質を清浄な状態に保全し、将来に継承していくためにご理解
とご協力をお願いいたします。
◎市町村設置型合併処理浄化槽の特徴
　○短期間で設置
　　通常、浄化槽本体工事のみの場合は約１週間という短期間で設置できます。
　○村が設置
　　村が設置し、貸し出す方法をとりますので、設置費や維持費の負担が少ない。
　○工事に伴う自己負担金額

専用住宅
( 別荘を含む )

　５人槽（標準仕様） １０２，０００円
　７人槽（標準仕様） １１３，４００円
１０人槽（標準仕様） １３８，０００円

◎人槽区分の算定（専用住宅の場合の参考例）
建築基準法による区分

使用予定世帯員数
延べ床面積
130㎡未満

延べ床面積
130㎡以上

二世帯住宅
( 台所及び浴室
が２ケ所以上 )

４人まで ５人槽 ７人槽 １０人槽
５人 ７人槽 ７人槽 １０人槽
６人以上 １０人槽 １０人槽 １０人槽

※�工事に伴う負担金とは別に配管に伴う工事費及び撤去費がかかりますが、単独槽や汲み取り槽から合併処理浄
化槽に転換する場合には、配管費に対し上限２０万円、単独槽および汲み取り槽撤去費に対し上限１０万円の
補助金を支給できます。

◎維持管理費
　専用住宅 ( 別荘を含む ) １０人槽以下の場合
　　浄化槽使用料…２，６００円（月額）
　　汚泥清掃料…汲取り汚泥１０ℓにつき１０５円（随時）　　※清掃は概ね１年に１回です。
問合せ　　建設課　浄化槽担当　☎８２－１２２２

※�浄化槽上を駐車場等として使用する場
合には、耐荷重仕様となり、金額が異
なりますので問合せください。

１１月１日は「彩の国教育の日」
　県では、教育に関する理解を深めていただくため、１１月１日を「彩の国教育の日」、１１月１日か
ら７日までを「彩の国教育週間」としています。
　例年、県や市町村、学校、社会教育施設、各種団体等で、学校公開や親子向け体験教室などの事業を
多数実施していますが、今年度は、コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、多くの事業が自粛されて
います。このような状況だからこそ、身近な人と「自然」「人」「本」「家族」「地域」の大切さや思い出
について語り合ってみませんか。ほっこりした話題で、元気で明るい気持ちになる教育週間にしましょ
う。

詳しくは県ホームページをご覧ください。

問合せ　　教育委員会事務局　☎８２－１２３０
　　　　　埼玉県教育局生涯学習推進課　☎０４８－８３０－６９７２

彩の国教育の日 検　索

東秩父村における放射能に関するお知らせ
　埼玉県による学校給食食材の放射性物質測定を、熊谷市江南行政センターで行いました。
　現在のところ、学校給食食材の安全性に問題ありません。
測定日　１０月６日� 【単位：ベクレル /キログラム】

品目
核種名 きゅうり さつまいも はくさい にんじん にら
ヨウ素 131 不検出＜ 11.9 不検出＜ 12.9 不検出＜ 11.4 不検出＜ 13.6 不検出＜ 14.5
セシウム 137 不検出＜ 9.8 不検出＜ 10.6 不検出＜ 9.4 不検出＜ 11.5 不検出＜ 12.1
セシウム 134 不検出＜ 11.4 不検出＜ 12.3 不検出＜ 11.3 不検出＜ 13.1 不検出＜ 13.4

各課からのおしらせ
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どこかで買う「タバコ」ならタバコは「地元」で買いましょう

11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５
期
の
納
期
で
す

産業観光課 82-1223・税務会計課 82-1224・教育委員会 82-1230・保健センター 82-1557・包括支援センター 82-1116

ＨＩＫＩサンド提供店舗募集（埼玉県）
　埼玉県では、自然豊かで農業が盛んな比企地域
の「食と農」の魅力を発信するため、比企地域の
農産物や特産品を使用したサンドイッチやパンを
「ＨＩＫＩサンド」と呼んで、イベントなどでＰＲ
しています。
　今回、リーフレットを作成するので、ＨＩＫＩ
サンド提供店舗を募集します。詳細は下記あてに
お問い合わせください。

【募集期限】１１月３０日（月）
【応募条件】�比企産の食材やモノを使用したパン類

を提供中の店舗（パン製造業・飲食店）
【配 布 先】�リーフレットに店舗情報・写真を掲載し、

比企地域の公共機関等で配布します。
【連 絡 先】川越比企地域振興センター
　　　　　　　　　　　　　　東松山事務所
　　　　　☎２４－１１１０

【ＨＰ】http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/b0107/

埼玉土建「住まいの相談会」
　住まいの相談は埼玉土建へ！オンライン相談会
を開催します！
　地域の職人が親切丁寧にお聞きします。
日　時　　１１月８日（日）午前１０時～正午
実　施　　 オンライン相談でご自宅から相談でき

ます。
問合せ　　埼玉土建比企西部支部
　　　　　☎６６－１１２０
　　　　　または下記ＱＲコードにて

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間

　さいたま地方法務局と埼玉県人権擁護委員連合
会は、夫・パートナーからの暴力やストーカー行
為など、女性をめぐる様々な人権問題に取り組む
ため、全国一斉「女性の人権ホットライン」強化
週間として、通常の受付時間を延長するなどし、
１人でも多くの女性から専用相談電話による相談
を受け付けます。
日　　時　　１１月１２日（木）～１８日（水）
　　　　　　午前８時３０分～午後７時
　　　　　　※�ただし、１１月１４日（土）およ

び１５日（日）は午前１０時～午
後５時

電話番号　　☎０５７０－０７０－８１０
相談担当者　　�法務局職員と人権擁護委員が対応し

ます。（秘密は厳守します）
問 合 せ　　さいたま地方法務局人権擁護課
　　　　　　☎０４８－８５９－３５０７

犯罪被害者支援のための無料電話相談実施
～話してみませんか～

　犯罪や交通事故などの被害による心の悩みや精
神的な不安などに関する相談を受け付けています。
こちらで話された内容が他人に漏れることはあり
ません。
○埼玉県警察犯罪被害者支援室
　☎０１２０－３８１８５８（ファックス兼用）
　☎♯８１０３( ハートさん ) または
　☎０１２０－８３－８１０３
　　（性犯罪被害相談電話＜ハートさん＞）
○公益社団法人埼玉犯罪被害者支援センター
　☎０４８－８６５－７８３０( ナヤミゼロ )
　☎♯８８９１( はやくワンストップ )
　　（性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター）
　☎０１２０－３１－８３４１( やさしい )
　　（性暴力等犯罪被害専用相談電話＜アイリスホットライン＞）

心身軽やか運動教室　エアロビクス
　エアロビクスで心も体もリフレッシュしません
か？
　初心者大歓迎！体力や体調に合わせて取り組め
ます。
日　　時　　１１月３０日、１２月７日（月曜日）
　　　　　　午前１０時～１１時３０分（両日とも）
講　　師　　下境　美香　先生
持  ち  物　　運動のできる服装、タオル、飲物
会　　場　　保健センター
対　　象　　東秩父村在住・在勤者
申込み・　　保健センター
　問合せ　　☎８２－１５５７
※�新型コロナ感染拡大防止のため、中止になる場
合もあります。

第３７回比企郡駅伝競走大会中止
　比企郡スポーツ協会（滑川町ほか７町村加盟）は、
新型コロナウイルス感染の影響により、選手、役員、
沿道応援の皆様の安全確保が困難であることから、
やむなく来年３月７日開催予定の第３７回比企郡
駅伝競走大会（小川町役場～ときがわ町～嵐山町
～ときがわ町～小川町役場）を中止としました。
　今後、次回の大会がこれまで以上に素晴らしい
ものとなるよう取り組んでまいります。
問合せ　　比企郡スポーツ協会
　　　　　（事務局）小川町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課　
　　　　　☎７２－１２２１　内線２９３・２９４

高齢者・障害者のための成年後見無料電話相談会
日　　時　　１２月１２日（土）
　　　　　　午前１０時～午後４時
電話番号　　☎０４８－８７２－８０５５
　　　　　　�（予約不要・当日のみ通話可・相談料無料

※ただし、通話料は相談者の負担）
問 合 せ　　埼玉司法書士会事務局
　　　　　　☎０４８－８６３－７８６１
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おしらせ  農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

記事の問合せは、総務課 82-1221・企画財政課 82-1254・住民福祉課 82-1226・保健衛生課 82-1777・建設課 82-1222

標準営業約款制度［Ｓマーク］
をご存じですか！

　標準営業約款制度は、法律で定められた消費者
（利用者）擁護に資するための制度です。
　厚生労働大臣認可の約款に従って営業すること
を登録した、「理容店」、「美容店」、「クリーニング
店」、「めん類飲食店」、「一般飲食店」では、店頭
にＳマークを掲げています。登録店は、安心・安全・
衛生を約束する信頼できるお店です。

　詳しくは、（公財）埼玉県生活衛生営業指導セン
ター（☎０４８－８６３－１８７３）までお問合
せください。

村長・村議会議長交際費公開
　今月は令和２年７月から９月に支出された交際費
です。
村長交際費� （単位：円）

日 件　　　　　　　　名 金　額
　８月１１日 村議会議員ご母堂葬儀生花代 ９，９００

合　　　　計 ９，９００

村議会議長交際費　　なし

乳幼児健康診査
日　時　１１月１７日（火）
　　　　午後１時～１時３０分受付
場　所　保健センター
対象者（生年月日）�　
３～４ヶ月児： ２０２０年　６月１６日～

２０２０年　８月１７日
６～７ヶ月児： ２０２０年　３月１６日～

２０２０年　５月１７日
９～ 10ヶ月児： ２０１９年１２月１６日～

２０２０年　２月１７日
１歳６ヵ月児： ２０１９年　３月１６日～

２０１９年　５月１７日
２歳６ヵ月児： ２０１８年　３月１６日～

２０１８年　５月１７日
３歳６ヵ月児： ２０１７年　３月１６日～

２０１７年　５月１７日
持ち物　�３～４ヶ月児、６～７ヶ月児、９～１０

ヶ月児：母子手帳、問診票、バスタオル
１歳６ヶ月児、２歳６ヶ月児、３歳６ヶ
月児：母子手帳、問診票、普段使ってい
る歯ブラシとコップ、バスタオル

※バスタオルは診察時に使います。
※前回受診できなかった方もお出かけください。
※対象者には個別通知いたします。
問合せ　保健センター　☎８２－１５５７

１１月は「いじめ撲滅強調月間」です
　いじめられた子どもには心身に深刻な被害が生
じることがあります。いじめは重大な人権侵害で
あり、決して許されることではありません。
　埼玉県は、１１月を「いじめ撲滅強調月間」に
制定し、いじめ問題の根絶に集中的に取り組んで
います。
　いじめを受けていたり、いじめに気がついたり
したら一人で悩まず相談・通報してください。

相談窓口等
○よい子の電話教育相談（埼玉県立総合教育センター）

（毎日２４時間）
　・１８歳以下の子供用（無料）＃７

なや
３
み
０
ゼロ
０
ゼロ

または☎０１２０－８６－３１９２
　・保護者用☎０４８－５５６－０８７４
　・Ｅメール相談 soudan@spec.ed.jp
　・ＦＡＸ相談０１２０－８１－３１９２
　※�Ｅメール、ＦＡＸ相談の受信確認及び返信は、平日の午前９時から

午後５時の時間帯に行っています。

○いじめ通報窓口（埼玉県教育委員会）
　小・中・高校生の「いじめ」に関する通報
　https://www.pref.saitama.lg.jp/f2209/ijime-soudan-form.html
　※�この窓口は「いじめ」についての情報提供を受けることが目的であり、

相談に対する返信は行いません。
　※�通報された情報は学校に提供します。学校はあなたが送信したこと

がわからないように調査・対応します。

○埼玉県警察少年サポートセンター
　（月～土／午前８時３０分～午後５時１５分）

※日・祝日・年末年始を除く
　☎０４８－８６１－１１５２（少年用）
　☎０４８－８６５－４１５２（保護者用）
○子どもスマイルネット
　（毎日／午前１０時３０分～午後６時）

※祝日・年末年始を除く
　☎０４８－８２２－７００７
○社会福祉法人埼玉いのちの電話（毎日２４時間）
　☎０４８－６４５－４３４３
○特定非営利活動法人さいたまチャイルドライン
　（毎日／午後４時～９時）
　１８歳以下の子ども専用（無料）

☎０１２０－９９－７７７７
○埼玉県こころの電話（埼玉県立精神保健福祉センター）
　心の健康や悩みに関する相談
　（平日／午前９時～午後５時）

※土・日・祝日・年末年始を除く
　☎０４８－７２３－１４４７
○子どもの人権１１０番 （さいたま地方法務局）
　（平日／午前８時３０分～午後５時１５分）

※祝日・年末年始を除く
　☎０１２０－００７－１１０
　子どもの人権ＳＯＳ－ｅメール
　https://www.jinken.go.jp/kodomo

問合せ　　埼玉県県民生活部青少年課
　　　　　☎０４８－８３０－２９０７
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和紙の里コーナー

問合せ　和紙の里☎８２－１４６８

８日 東秩父消防団特別巡視

12 木 わしのカフェ

14 土 和紙フェス（中止）

15 日 和紙フェス（中止）

28土 七つの祝い

（11 月）

〇心配ごと相談・行政相談　合同相談所
日　時　　１１月１６日（月）
　　　　　午後１時～３時
場　所　　役場１階中会議室
内　容　　日ごろのご近所トラブル
　　　　　身近な心配ごと　等
　　　　　 また、行政に対する疑問や問題など

ありましたら「行政相談」でご相談
ください。

　　　　　どんなことでもお聞きします。
問合せ　　社会福祉協議会　☎８２－１２３８
　　　　　総務課　　　　☎８２－１２２１

１１月の相談窓口

１１月の休日当番医

※�日曜日に診察を行っている医院等については村ホームページをご参照ください。

〇相談員による消費者相談
日　時　　毎週金曜日
　　　　　午前１０時～午後３時３０分
場　所　　産業観光課
内　容　　 契約のトラブルや、「これってクーリ

ングオフできるの？」といった疑問
に応じます。

　　　　　＊ 最近、訪問や電話による業者から
の勧誘がみられます。

　　　　　＊不安な時はまず相談を！！
問合せ　　産業観光課　☎８２－１２２３

＊衛生的な営業について

　新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、当館をご利用の際は、入
口に設置しております「アルコール消
毒液」にて消毒したのち、マスク着用
のうえ入館いただくようお願いいたし
ます。
　皆さんが和紙の文化に楽しく触れ
ていただくための処置ですので、ご
理解ご協力をお願いいたします。

※�事態の状況により、営業等の予定
が変更になる場合がございます。
詳しくはホームページ等でご確認
ください。

月　　　日 曜日等 医療機関名 診療科目 所在地 電　　　話

１１月　３日 祝（火）
こどもクリニック　いとう小児科 小児科 東松山市岩殿１１０－６ ☎ 34-4145

森田クリニック 内科・外科 吉見町久米田８５９－１ ☎ 53-2220

　　　２３日 祝（月）
上野診療所 内科・循環器科 川島町八幡３－１－６ ☎ 049-297-6633

麻見江ホスピタル 内科 鳩山町大橋１０６６ ☎ 049-296-1155
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ちいきおこしきょうりょくたいつうしんちいきおこしきょうりょくたいつうしん
東秩父村を全力応援！！

～２名の活動報告・お知らせ～

子育て支援センターだより（１１月）

※時間は全日午前１０時～１１時３０分です。
※ 子育て支援センターの利用時間は午前９時～午後４時です。

期　　　日 事　業　名 場　　　所 内　　　容
　４日（水）のびのび広場

子育て支援センター

七五三の袋づくり
１１日（水）あそびの教室 七五三参り
１８日（水）のびのび広場 おだんごつくり
２５日（水） リズムあそび

　子育て支援センターは就学前のお子さんと保護者の方が気軽に参加でき
るサロンです。
　１歳未満のお子さんも大歓迎です！

問合せ　子育て支援センター　☎８２－０６０１

　今後の新型コロナウイルス感
染症拡大防止の状況により、予
定が変更となる場合があります。
　その際でも、電話による発育
相談等の子育てに関するお悩み
相談は受け付けております！！
　お子さんが家でできる発育を
促す楽しい遊び方や、日ごろの
生活内容など、子育て支援セン
ター職員が親身にお聴きします。
どうぞお電話ください！！

高野隊員

吉田隊員

　高野 ( たかの )　晃一です。９月の和紙マルシェで実
施した時計のワークショップについて、お試し価格で
の実施効果もあり、多くの皆さんにご参加いただき好
評でしたので、１０月の和紙マルシェでも実施しまし
た。前回の貯金箱に続き、とても手応えのあるワーク
ショップだったため、さらに磨きをかけバージョンアップしていけた
らと思っています (´∀｀ )。のごんぼうの活動については、葉っぱの
収穫も落ち着いてきたので、来年に向けて圃場の整備を始めました！
今年度の収穫期は新型コロナウイルスの影響で実施できませんでした
が、来年度の収穫期には、試食会等を村内で実施したいと考えており
ますので、良い葉っぱがたくさんできるよう、継続的に栽培のお手伝
いをしていきたいと思います。

　吉田です。近年、地域おこし協力隊の地域要件が緩和され、近隣の寄居
町と小川町にも協力隊がそれぞれ着任し、来村していただきました。今後
は近隣協力隊と交流・連携を行い、東秩父村の効果的なＰＲ活動に繋げて
いきたいと思います。さて、先月、和紙の里マルシェ出店参加者を広く募
集させていただき、お陰様で村内外の方からお問い合わせがあり、ただい
ま準備をすすめています。このマルシェを通じて、和紙の里に来場された

方々を継続的におもてなししていきたいと考えています。村外のお客様だけではなく、村
民の皆様にも楽しんでいただければと思いますので、ご参加いただき、皆様のご意見やご
感想などもお聞かせください。また、折り紙や紙飛行機など和紙を使った昔遊びを教えて
いただける方も募集しています。ご興味のある方はぜひお知らせください。

【お知らせ】
今後のマルシェ開催日：１１月２１㈯、２２㈰／１２月１９㈯、２０㈰
　　　　　　　　　　　１月１６㈯、１７㈰／２月２０㈯、２１㈰／３月２０㈯、２１㈰
昔あそび募集（問合せ）：東秩父村地域おこし協力隊　吉田圭子　☎８２－１１１５（協力隊事務所）
　　　　　　　　　　＊不在の場合は留守番電話にメッセージをお願いします。
　　　　　　　　　　メール　y.k.keiko123@gmail.com

ワークショップ当日
の様子
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槻川小学校５年生
稲刈り体験

子どもの時の思い出は一生モノの宝物

　１０月１日（木）に、 総合的な学習の時間を使って５年生
が稲刈りの体験授業を行いました。 最初はぬかるむ田んぼ
に足を取られ、 思うようにできない子もいましたが、 全員み
るみるうちに上達していきました。 農業の大変さと収穫の喜
びを全身で感じていることが、 子どもたちの笑顔から伝わっ
てきました。
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